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by SamlJeI J. Palmkano. lNSEAD GbbaJ LeadがSeries/ Odobq 3, 2006
実際､私の日常でも､総務･経理･人事での定型業務
は海外に移され､日常業務に支障なく運用されています｡
これは､時間と距離の壁を崩したインターネットの普及
などネットワークの進化が下支えをしています｡
6.1.旧Mビジネス主体の変遷
入社当時担当したオフィスコンピュータは3,000万円
位していたと記憶していますが､技術発展のスピードは
目覚ましく､低価格化が進み､ハードウェアの収益は著
しく低下､ソフトウェアやサービス事業が売上に占める
割合が高くなってきました｡　最近ではクラウドコンピ
ューティング環境の提供､また前出のGIEについても
自社での展開を成功事例として､コンサルティング､シ
ステム構築､運用支援などにより､国際展開を目指す企
業のサポートを提供しています｡
6.2.クラウド型経営の進行
GIEの浸透は仕事仲間が同じ場所である必要があり
ません｡　どこかの場所で誰かが自分の業務に必要な支
援をしてくれる環境を実現するわけです｡
これは最近よく話題に上がるクラウドコンピューティ
ング環境と似ているといえます｡クラウドコンピューテ
ィング環境も手元のPCで実行するのではなく､どこか
のサーバーが処理をして的確にアウトプットを返してき
ます｡　どのサーバーで実行されているかはユーザーに
とっては､気にかける必要のない環境のことです｡
つまり､ GIEの浸透は､ ｢クラウド型経営の実現｣と
言えるのではないかと思います｡これは､筆者の私見で
ありますが｡
7. Advice forfollowers
専修大学という母校の誇りを持って､実社会での活躍
を期待する意味で借越ながら学生の皆さんにいくつかの
アドバイスを差し上げたいと思います｡
専修大学は質実剛健という建学の精神が尊大生らしさ
に現れていると思いますが､私はこれに3C+3Pを身に
つけてほしいと願っています｡
一つ目のCは､ Con丘dence､自信です｡　私自身前述
のとおり､卒業研究の実績が自己アピールの源泉となり､
大きな自信に繋がりました｡　本学部における｢コウサ
展｣というイベントに積極的に参画することも学生時代
の実績･自信に繋がる良いチャンスと思います｡
二つ目のCは､ Challengeです｡　専大生らしい特性
として､地道に着実に物事をこなすというイメージがあ
るのですが､これに加えて､情熱(Passion)をもって､積
極的(Positive)に､先んじて(Proactive)行動することを
心がけてほしいと願います｡
三つ目の　C　は､ Communication　です｡　Global
communication､私自身これが至らず未だ苦労し続けて
いますが､先に述べたGIEが浸透していくという流れ
を考えれば､日本の中だけでなく､世界を視野に入れて
おくことが肝心かと思います｡
結びにあたり､学生の皆さんには残り少ない学生時代
(僅かに4年です)を有意義に過ごしていただきたいと
思います｡　また､ 10年後､ 20年後の記念講演の場で､
今度は皆さんが後輩に語り継いでいけるようにネットワ
ーク情報学部を盛り立ててくださるよう願っております｡
7. Epilogue
卒業以来､ 30年余を経て想いもよらず､母校での講演
は､誠に光栄であり､感謝に堪えません｡　今回講演の
声をかけていただき､その上寄稿の機会を与えていただ
いたネットワーク情報学部の先生方を始め､資料や情報
を寄せていただいた元電子計算課課長伊藤朋也氏､情報
システム部長代理能美明弘氏､また学生時代の同級生で
もあるキャリアデザインセンター事務部長代理宇野武
氏､　ご支援いただいた皆様にこの場をお借りして改め
て御礼を申し上げます｡
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